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式 (1) において， A は最大爆圧， T は爆圧の継続時

間，また t は起爆後の経過時間（起爆時 t = 0）をそれぞ

れ示し，シミュレーションでは，放電破砕による爆破時

の圧力測定結果 4) を参照に，A = 1 GPa, T = 260 sとして

計算を実行した。筆者らの開発した有限差分コードでは

立方格子を採用しているため，装薬孔や空孔断面は実際

の断面形状と異なり，四角形となる。しかしながら，起

爆により衝撃波の伝播形態，すなわち中央断面から軸対

象に伝播する波と，起爆材の上下端から半球状に伝播す

る波のいずれもを，計算上，適確に評価することは可能

である。

計算モデルは x = 10 mmの均等幅グリッドポイントと

し，その領域分割は51×51×51とした。また，計算時間

刻み tは安定化条件 t < x/2Vpより定めた。これは，計

算資源の制約から定められたモデルサイズであり，亜音

速で爆破媒体中を伝播する衝撃波伝播問題を解析するに

は粗いモデルであるかもしれない。しかし，以降で示す

ように，実験の波動場を良好に再現し，観測されたひび

割れの発生・進展を破壊力学的に説明し得る。

(2) 媒体中心起爆の数値シミュレーション

爆破媒体中心で起爆したCase-1の衝撃波動伝播を考察

するため，ひずみの一次不変量である体積ひずみの分布

を時系列で図-4に示す。体積ひずみは，各時間段階にお

いて膨張域（ dilatational region ），縮小域（ contractive

region ）が変化するため，最も直接的に，衝撃波伝播を

考察し得ると考えた。また，供試体が軸対象であるた

め，分布図は装薬孔を含む奥半分（ y > 0 mm）だけを表

図 -5 Case-2の数値シミュレーションによる体積ひずみ分布経時変化

     (a) t = 60 s        (b) t = 80 s      (c) t = 100 s       (d) t =120 s

     (e) t = 140 s        (f) t = 160 s      (g) t = 180 s       (h) t =200 s

    (i) t = 220 s        (j) t = 240 s  
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示した。なお，記述の便のため起爆点を中心として図 -

4(a)のように座標を設定する。

起爆後 t = 20 s の体積ひずみ分布を示す図 -4(a) をみ

ると，自己反応性起爆剤の急速な蒸発膨張により，爆破

媒体は圧縮の載荷作用を受け，起爆剤周辺に体積圧縮

（負の体積ひずみ）が一様に広がっているが，起爆後 t

= 60 sの図 -4(b) では，起爆剤の直上 ･ 直下に引張領域

（正の体積ひずみ）が生じている。

図 -4(c) で，注目すべきは，爆破媒体の上下面に同心

円形状の引張領域が発達し，起爆点と同じ高さ付近（ z

= 0 mm ）の媒体外周もある種の引張変形を受けている

点である。これは，爆破実験で確認されたように，媒体

上下面中心から外側へ向かうひび割れが伝播するであろ

うこと，また中央高さ (z = 0 mm) 付近で爆破が切断され

るように引張ひび割れが発達する可能性を示唆するもの

である。これは，動的なコンクリートの破壊は引張ひず

みに支配され，その破壊ひずみは非常に小さく，引張域

の発生がそのまま破壊域を形成すると評価されるためで

ある。

さらに，起爆後t = 100 sの図 -4(d) では，爆破媒体の

上下面で反射波が確認される。反射波の後続領域は体積

ひずみとして引張状態にあり，図 -4(e),(f),(g)の段階では

媒体上下面で引張領域が優勢となり，外周の自由境界の

反射波に誘起され，媒体中央に向かうひび割れが発達す

ると考えられる。さらに，起爆点高さ（ z = 0 mm ）付近

の水平面内に高いレベルの引張の体積ひずみが発達する

ことが確認される。

媒体上下面の圧縮領域は，反射波が中央に達した時点

で始めて図-4(i),(j)のように形成され，起爆後t = 240 sの

段階では，図 -4(k) のように爆破媒体全体が圧縮の体積

ひずみ状態となる。

図-4は，円柱媒体の動的挙動が起爆点の圧力波動の継

続時間 T = 260 s よりも短い時間内で，急激な変動を呈

し，かつひび割れや破砕が生成 ･ 発達することを示すも

のである。

(3) ひび割れ誘導孔設置時の数値シミュレーション

図 -1(b) のように，爆破媒中央にひび割れ誘導孔を設

け，これと離間距離 L = 125 mm の一直線上に二つの起

爆孔を設けたCase-2の衝撃波動伝播を考察するため，ひ

ずみの一次不変量である体積ひずみの分布を時系列で

図-5に示す。図-5は，図-4と同様に装薬孔を含む奥半分

（ y > 0 mm）だけを表示し，起爆点を中心とした座標を

設定した。

図-5を見ると，比較的初期の図-5(a),(b),(c)の段階で，

起爆点高さ (z = 0 mm) 付近の水平面内で引張体積ひずみ

が発達していることが，直ちに認識される。このとき，

起爆孔とひび割れ誘導孔を結ぶ面内（ y = 0 mm）でも引

張体積ひずみ領域が確認される。これは，二つの起爆点

中央にひび割れ誘導孔を設けたために生じた現象であ

り，起爆点からひび割れ誘導孔に向かい引張体積ひずみ

が成長するだけでなく，図 -5(c) の段階からは，ひび割

れ誘導孔表面での反射により，ひび割れ誘導孔から起爆

孔に向かい引張体積ひずみが成長していることも確認さ

れる。写真-2において，ひび割れ誘導孔から起爆孔に向

かいひび割れが成長している事象を合理的に説明するも

のである。 

また，起爆後 t= 120 s経過後の図 -4(e) と図 -5(d) を

比較すると，爆破媒体上下面の対象性は消失し， y = 0

mm の面に垂直に体積引張ひび割れが発生・成長してい

る。これは，写真-2において，起爆孔とひび割れ誘導孔

を結ぶ線と垂直な方向に二次のひび割れが発達する事象

を評価し得るものである。 

 

3．おわりに 

 

本稿では，2013年度に実施した放電破砕による精密爆

破解体工法実験を，筆者らの開発した衝撃波動伝播解析

コード BLAST-3D により数値シミュレーションし，実験

結果を合理的に説明し得ることを示した。このように，

BLAST-3D は発破だけでなく，放電破砕についても，そ

の動的破壊過程を理解し，ひび割れ制御設計に供し得る

ものと判断する。 

現時点での，われわれの目標は放電破砕により誘起さ

れるコンクリートの動的破壊機構を理解することにある

が，将来的には衝撃波動によるひび割れを制御すること

で，安全で，効率的，かつ低環境負荷の爆破解体工法を

確立することを目指すものである。このために，爆破事

象を適確に評価し得る数値解析コードの開発は不可欠で

あるが， BLAST-3D は，十分，その任に堪えうるもの

と，本稿における数値シミュレーションを通して判断す

る。 

今後， BLAST-3D の改良だけでなく，演算資源等の整

備も平行して実施し，実構造物寸法の爆破解体シミュレ

ーションを実現し，われわれの提唱する精密爆破解体工

法を実用化すべく，研究を継続する。 
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